
古
活
字
版
﹃
史
記
﹄
覚
書

︱
学
習
院
大
学
図
書
館
蔵
本
を
中
心
に
︱

小

秋

元

段

は
じ
め
に

学
習
院
大
学
図
書
館
に
は
近
世
極
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
古
活

字
版
﹃
史
記
﹄
五
十
冊
が
所
蔵
さ
れ
る
。
本
書
は
原
装
表
紙
に

原
題
簽
を
押
す
堂
々
た
る
体
裁
を
保
つ
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
存

在
は
殆
ど
知
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
九
三
〇
年
発
行
の
﹃
学
習
院

図
書
館
和
漢
図
書
目
録
﹄
に
﹁
四
二
二
／
五
八
﹂
の
函
架
番
号

で
著
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
不
敏
に
し
て
筆
者
自
身
、﹁
嵯
峨

本
﹃
史
記
﹄
の
書
誌
的
考
察
﹂︵﹃
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
﹄
第
四

九
号
、
二
〇
〇
四
年
︶
を
ま
と
め
た
段
階
で
は
見
落
と
し
て
い

た
。
そ
の
後
、
学
習
院
大
学
外
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

大
澤
顯
浩
氏
・
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
助
教
授

高
橋
智
氏
よ
り
本
書
の
存
在
に
つ
い
て
ご
教
示
を
得
る
と
と
も

に
、
大
澤
氏
を
代
表
者
と
す
る
共
同
研
究
﹁
学
習
院
大
学
所
蔵

古
活
字
版
漢
籍
の
調
査
﹂︵
学
習
院
大
学
外
国
語
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
︶
の
一
員
に
加
え
て
い
た
だ
き
、
数
度
に
わ
た
る
熟
覧

の
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
調
査
結
果
は
二
〇
〇
六
年
十
月
刊

行
の
﹃
太
平
記
と
古
活
字
版
の
研
究
﹄︵
新
典
社
︶
に
お
い
て
﹁
補

記
﹂
と
し
て
一
部
記
し
、
さ
ら
に
同
年
十
二
月
二
日
に
行
わ
れ

た
学
習
院
大
学
外
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
の
学
術
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
﹁
近
世
初
頭
の
出
版
と
学
問
︱
学
習
院
大
学
蔵
古
活

字
版
﹃
史
記
﹄
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂
に
お
い
て
報
告
し
た
。
本
稿

は
当
日
の
発
表
内
容
を
も
と
に
し
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
目
に
し

て
き
た
古
活
字
版
﹃
史
記
﹄
の
略
書
誌
を
掲
出
す
る
も
の
で
あ

る
。

一

学
習
院
大
学
図
書
館
蔵
本
の
特
色

川
瀬
一
馬
氏
﹃
増
補
古
活
字
版
之
研
究
﹄︵
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｊ
、
一
九

六
七
年
︶
に
よ
れ
ば
、
古
活
字
版
の
﹃
史
記
﹄
は
三
種
に
分
類
さ

れ
る
。
即
ち
、
八
行
有
界
の
第
一
種
本
、
八
行
無
界
の
第
二
種

本
、
九
行
無
界
の
第
三
種
本
で
、
今
日
に
い
た
っ
て
も
修
正
の

余
地
は
な
い
。
こ
の
う
ち
、
第
一
種
本
が
最
も
古
い
版
種
と
考

え
て
よ
く
、
そ
の
刊
年
は
﹃
言
経
î
記
﹄
慶
長
八
年
︵
一
六
〇

三
︶
十
一
月
二
十
日
条
に
古
活
字
版
と
思
し
き
﹃
史
記
﹄
の
名

が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
少
し
前
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、﹃
羅
山
林
先
生
集
﹄
所
収
﹁
羅
山
先
生
年
譜
﹂
に
は
、
吉
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田
玄
之
︵
角
倉
素
庵
︶
が
嵯
峨
で
﹃
史
記
﹄
を
刊
行
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
裏
づ
け
る
資
料
と
し
て﹃
言
経
î
記
﹄

前
掲
条
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
山
科
言
経
の
子
言
緒
が
﹃
史
記
﹄

を
嵯
峨
よ
り
取
り
寄
せ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
従
来
よ
り
古

活
字
第
一
種
本
の
﹃
史
記
﹄
は
﹁
伝
嵯
峨
本
﹂
と
称
さ
れ
て
き

た
。
こ
こ
で
﹁
嵯
峨
本
﹂
の
呼
称
を
、
嵯
峨
で
素
庵
に
よ
っ
て

刊
行
さ
れ
た
本
と
し
て
聊
か
広
義
に
と
ら
え
る
こ
と
が
許
さ
れ

る
な
ら
ば
、
あ
え
て
﹁
伝
﹂
を
取
り
、﹁
嵯
峨
本
﹃
史
記
﹄﹂
と
呼

ぶ
の
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
︵
以
上
、
詳
細
は
前
掲
﹃
太

平
記
と
古
活
字
版
の
時
代
﹄に
記
し
た
の
で
、参
照
さ
れ
た
い
︶。

さ
て
、
学
習
院
本
は
こ
の
う
ち
の
第
一
種
本
に
属
す
る
。
第

一
種
本
は
目
下
、
三
十
五
点
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
同
一
版
種
の
古
活
字
本
が
残
存
す
る
数
と
し
て
は
多
い
も

の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
学
習
院
本
は
原
装
表
紙
に
原
題
簽
を
備

え
、
か
つ
刊
行
直
後
の
識
語
を
有
す
る
点
で
、
書
誌
学
上
貴
重

な
伝
本
と
い
え
る
。
後
述
す
る
と
お
り
、
嵯
峨
の
刻
書
に
お
い

て
は
装
訂
に
独
特
の
風
を
凝
ら
す
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
追
究
は

嵯
峨
本
研
究
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

で
は
、
ま
ず
学
習
院
本
の
書
誌
を
掲
げ
よ
う
。

学
習
院
大
学
図
書
館
蔵

史
記

古
活
字
第
一
種
本

大
五
十

冊
︵
四
二
二
／
五
八
︶

原
装
茶
色
表
紙
︵
三
〇
・
六
×
二
一
・
九
糎
︶。
原
単
辺
刷
枠
題

簽
に
﹁
史
記

序
目
録
﹂
の
ご
と
く
刻
す
。
右
肩
に
﹁
一

モト
五

十
﹂﹁
二
︵
︱
四
十
九
︶﹂﹁
五
十
尾
﹂
と
墨
書
。
前
後
遊
紙
各
一

丁
︵
新
旧
あ
り
︶。
第
一
冊
﹁
史
記
索
隠
序
﹂
二
丁
、﹁
史
記
索
隠

後
序
﹂、
五
丁
裏
よ
り
﹁
史
記
正
義
序
﹂
通
六
丁
、﹁
補
史
記
序
﹂

通
九
丁
、﹁
史
記
集
解
序
﹂
通
十
五
丁
、﹁
史
記
正
義
論
例
諡
法

觧
﹂
二
十
二
丁
、﹁
史
記
目
録
﹂
二
十
一
丁
。
本
文
は
第
二
冊
よ

り
。
内
題
﹁
三
皇
本
紀

補
史
記
小
司
馬
氏

a
并
注

﹂﹁
五
帝
本
紀
第
一

史

記
一
﹂
の
ご
と
し
。
四
周
双
辺
︵
二
二
・
九
×
一
七
・
二
糎
︶
有

界
。
八
行
十
七
字
注
小
字
双
行
。
た
だ
し
、
本
文
料
紙
の
節
約

を
図
る
た
め
、
最
終
丁
を
九
行
詰
と
す
る
巻
も
あ
る
。
ま
た
、

年
表
に
あ
た
る
巻
は
九
行
を
基
本
と
す
る
。
版
心
、
粗
黒
口
双

花
口
魚
尾
、
中
縫
に
﹁
史
記

序
一
︵
例
二
・
録
一
︶
︵
丁
附
︶﹂

﹁
史
記

紀
一
︵
︱
十
二
︶
︵
丁
附
︶﹂﹁
史
記

表
一
︵
︱
十
︶

︵
丁
附
︶﹂﹁
史
記

書
一
︵
︱
八
︶
︵
丁
附
︶﹂﹁
史
記

家
一
︵
︱

三
十
︶
︵
丁
附
︶﹂﹁
史
記

傳
一
︵
︱
七
十
︶
︵
丁
附
︶﹂。
尾

題
﹁
三
皇
本
紀

補
史
記
﹂﹁
五
帝
本
紀
第
一

史
記
一
﹂
の
ご

と
し
。
朱
引
・
朱
句
点
の
ほ
か
、
朱
墨
の
訓
点
・
振
仮
名
あ
り
。

四
周
余
白
に
は
注
記
を
詳
密
に
施
す
が
、
数
次
に
わ
た
る
書
き

入
れ
と
思
わ
れ
る
。
識
語
と
し
て
元
和
二
年
の
も
の
と
、
宝
暦
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十
三
年
の
も
の
と
が
あ
る
。
ま
ず
、
元
和
二
年
の
も
の
は
第
四

十
五
冊
の
末
に
、

元
和
二
二
月
十
六
日
以
□
□

︵
抹
消
︶

先
生
之
本
点
訓
之
、
同
十
八

日
黄
／
昏
終
毫

と
あ
り
、
こ
れ
と
は
別
筆
な
が
ら
同
時
期
の
識
語
と
し
て
以
下

の
も
の
が
存
在
す
る
。

以
壽
産
之
加
点
也
︵
第
二
十
冊
︶

世
良
勘
三
所
謄
点
也
︵
第
二
十
一
冊
︶

松
岡
修
井
加
点
了
︵
第
二
十
三
冊
︶

小
宮
氏
長
五
所
謄
点
也
︵
第
二
十
四
冊
︶

小
宮
長
五
之
頭
書
也
︵
第
二
十
九
冊
︶

倩
壽
産
所
謄
点
也
︵
第
三
十
冊
︶

倩
小
宮
長
五
加
点
了
︵
第
三
十
一
冊
︶

南
禅
浮
屠
了
也
所
点
也
、
小
宮
氏
長
五
之
頭
書
也
︵
第
三

十
三
冊
︶

村
上
氏
市
丞
所
謄
点
也
︵
第
三
十
五
冊
︶

倩
村
上
市
丞
所
點
也
︵
第
三
十
六
冊
︶

以
村
上
市
丞
之
手
謄
点
焉
︵
第
三
十
七
冊
︶

小
宮
氏
長
五
加
細
書
了
︵
第
三
十
八
冊
︶

以
蓑
浦
伊
三
之
手
謄
點
︵
第
四
十
七
冊
︶

以
芼
伊
三
之
手
点
之
︵
第
四
十
八
冊
︶

倩
芼
浦
氏
伊
三
之
手
點
之
︵
第
五
十
冊
︶

ま
た
、
宝
暦
の
識
語
は
第
十
五
冊
の
末
に
、

宝
暦
十
三
未

正
月
、
寐
屋
村
濱
氏
四
郎
兵
衛
寄
附
、
元
来

／
輪
空
依
所
望
也
、
是
故
紋
銀
一
枚
爲
礼
詞
送
之
者
也

と
あ
り
、
同
時
期
の
も
と
と
し
て
、

史
記
全
部
五
十
冊

所
持

輪
空
圓
瑞
快
龍

紋
銀
壹
枚
禮
證
謝
濱
氏
某

︵
第
二
冊
︶

輪
空
所
持
︵
第
十
六
冊
︶

が
認
め
ら
れ
る
。
印
記
﹁
養
賢
閣
／
圖
書
記
﹂﹁
會
館
／
之
章
﹂。

右
に
も
と
づ
き
、本
書
の
注
目
点
に
つ
い
て
順
に
記
し
た
い
。

ま
ず
再
三
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
の
大
き
な
価
値
は
原

装
表
紙
を
持
つ
点
に
あ
る
。
当
時
は
同
一
の
版
本
で
あ
っ
て
も

そ
れ
ぞ
れ
表
紙
の
趣
を
変
え
る
こ
と
が
よ
く
行
わ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
古
活
字
第
一
種
本
の
﹃
史
記
﹄
に
は
以
下
の
よ
う
な

表
紙
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

Ａ

黒
空
押
雷
文
繫
蓮
華
唐
草
文
様
…
…
東
洋
文
庫
蔵
本

Ｂ

茶
色
空
押
雷
文
繫
蓮
華
唐
草
文
様
…
…
名
古
屋
市
鶴
舞

中
央
図
書
館
河
村
文
庫
蔵
本
︵
東
洋
文
庫
蔵
本
表
紙
文

様
と
左
右
対
称
型
︶
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Ｃ

丹
唐
草
雷
文
繫
蓮
華
唐
草
文
様
…
…
京
都
府
立
総
合
資

料
館
蔵
本
︵
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
第
三
種
本
も
同

文
様
︿
茶
色
﹀。
河
村
文
庫
蔵
本
表
紙
文
様
と
覆
刻
関

係
に
あ
る
︶

Ｄ

淡
藤
色
雲
母
刷
雷
文
繫
牡
丹
唐
草
文
様
…
…
ý
左
文
庫

蔵
本
︵
百
番
本
謡
本
と
同
表
紙
︶

Ｅ

淡
茶
色
空
押
雷
文
繫
牡
丹
唐
草
文
様
…
…
関
西
大
学
図

書
館
蔵
本
・
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
︵
ý
左
文

庫
蔵
本
表
紙
文
様
と
左
右
対
称
型
︶

Ｆ

焦
茶
色
唐
草
十
字
印
襷
文
様
…
…
内
閣
文
庫
蔵
本

Ｇ

茶
色
…
…
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
本

Ｈ

栗
皮
…
…
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
・
重
山
文
庫
蔵
本
・
天
理

図
書
館
蔵
本

こ
れ
ら
に
対
し
て
学
習
院
本
は
無
地
の
茶
色
表
紙
で
あ
る
か

ら
、
右
記
の
Ｇ
に
該
当
す
る
。
ち
な
み
に
表
紙
文
様
の
種
類
は

多
様
に
見
え
る
よ
う
だ
が
、︵

︶
内
に
記
し
た
ご
と
く
、
あ
る

本
の
文
様
を
覆
刻
し
て
新
種
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
が
実
際

の
よ
う
だ
。
江
島
伊
兵
衛
氏
・
表
章
氏
﹃
図
説
光
悦
謡
本

解

説
﹄︵
有
秀
堂
、
一
九
七
〇
年
︶
が
実
例
を
以
て
紹
介
し
て
い
る

よ
う
に
、
こ
れ
は
嵯
峨
本
全
体
に
共
通
す
る
方
法
で
あ
っ
た
。

﹃
史
記
﹄
の
場
合
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
三
種
と
Ｄ
・
Ｅ
の
二
種
が
、

そ
れ
ぞ
れ
親
子
関
係
を
有
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
学
習
院
本
の
特
色
は
原
題
簽
を
持
つ
点
に
認
め
ら
れ

る
。
こ
れ
ま
で
古
活
字
版
﹃
史
記
﹄
の
原
題
簽
は
、
東
洋
文
庫

蔵
本
︵
三
／
Ｂ
／
ｃ
／
一
︶・
内
閣
文
庫
蔵
本
︵
別
二
六
／
一
︶・

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
河
村
文
庫
蔵
本
・
京
都
大
学
附
属

図
書
館
蔵
本
︵
第
二
種
本
︶
に
の
み
残
存
が
確
認
さ
れ
る
だ
け

だ
か
ら
、
本
書
の
存
在
は
貴
重
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。﹃
史

記
﹄
原
題
簽
は
、
本
紀
の
冊
に
お
い
て
は
楷
書
風
で
刻
さ
れ
、

以
下
、行
書
で
そ
れ
ぞ
れ
く
ず
し
方
に
も
変
化
を
つ
け
な
が
ら
、

流
麗
に
刻
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
学
習
院
本
の
題
簽
を
写
真
に

収
め
、
他
本
の
も
の
と
比
較
し
た
が
、
い
ず
れ
も
同
版
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
な
お
、
原
題
簽
が
特
定
の
本
に
し
か
残
ら

な
い
こ
と
は
、
元
々
古
活
字
版
の
﹃
史
記
﹄
で
は
、
製
本
時
に
す

べ
て
の
本
に
題
簽
を
押
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語

ろ
う
︵
古
活
字
版
に
は
ま
ま
そ
う
し
た
例
が
見
ら
れ
る
︶。

こ
の
ほ
か
学
習
院
本
に
は
刊
行
直
後
の
識
語
が
残
さ
れ
て
い

る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
右
に
記
し
た
よ
う
に
、
本
書
第
四
十
五

冊
の
末
に
は
元
和
二
年
の
加
点
識
語
が
存
す
る
。
加
点
に
際
し

て
用
い
た
本
が
誰
の
も
の
か
、
抹
消
に
よ
り
判
別
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
こ
れ
と
同
時
期
の
識
語
と
見
ら
れ
る
も
の
が
、
全
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部
で
十
五
冊
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
本
書
の
所
持
者

︵
第
四
十
五
冊
の
識
語
を
記
し
た
人
物
か
︶
の
依
頼
を
受
け
、
加

点
・
注
記
を
分
担
し
た
人
物
の
名
が
記
さ
れ
る
。
実
は
こ
れ
ら

の
識
語
は
各
冊
の
後
遊
紙
裏
面
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
冊
に
よ
っ
て
は
遊
紙
を
新
し
い
も
の
に
改
め
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
冊
に
は
か
か
る
識
語
が
見
ら
れ
な
い
。
原
遊
紙
を
と
ど

め
る
十
六
冊
に
す
べ
て
識
語
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る

と
、
も
と
は
全
冊
に
こ
う
し
た
識
語
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
現
れ
た
人
名
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
探

索
を
試
み
た
が
、
残
念
な
が
ら
一
人
の
伝
も
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
第
三
十
三
冊
に
は
﹁
南
禅
浮
屠
了
也
﹂

な
る
人
名
が
現
れ
、
南
禅
寺
僧
の
関
与
が
窺
え
る
こ
と
か
ら
、

彼
ら
は
い
ず
れ
も
京
都
に
在
住
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想

像
さ
れ
る
。
大
方
の
ご
教
示
を
冀
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
本
書
に
は
第
十
五
冊
末
ほ
か
に
、
宝
暦
十
三
年
の
識

語
が
残
さ
れ
て
い
る
。
寐
屋
村
︵
河
内
国
交
野
郡
︶
の
濱
四
郎

兵
衛
が
輪
空
な
る
人
物
に
本
書
を
寄
贈
し
、
輪
空
は
礼
と
し
て

紋
銀
一
枚
を
送
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
伝
来
に

は
不
明
な
点
が
多
い
が
、﹁
養
賢
閣
／
圖
書
記
﹂
は
徳
川
慶
喜
の

あ
と
を
受
け
て
徳
川
宗
家
を
相
続
し
た
徳
川
家
達
の
も
の
。

﹁
會
館
／
之
章
﹂
は
華
族
会
館
の
蔵
印
で
、
華
族
会
館
を
経
て
学

習
院
に
収
蔵
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
徳

川
家
達
以
後
の
本
書
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
学
習
院
大
学
図
書

館
主
事
広
瀬
淳
子
氏
が
綿
密
に
調
査
さ
れ
、
前
述
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
報
告
内
容
の
公
刊
が
待
た
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

二

古
活
字
版
﹃
史
記
﹄
略
書
誌

つ
づ
い
て
古
活
字
版
﹃
史
記
﹄
諸
本
の
略
書
誌
を
掲
げ
る
。

古
書
目
録
等
に
掲
載
さ
れ
た
本
に
つ
い
て
は
、
書
誌
上
重
要
な

情
報
を
有
す
る
本
に
限
っ
て
著
録
し
た
。
な
お
、
本
書
誌
で
は

紙
幅
の
都
合
か
ら
、
装
訂
・
識
語
・
蔵
書
印
な
ど
の
項
目
を
中

心
に
、
簡
潔
を
旨
と
し
て
各
本
の
様
態
を
記
す
。
訓
点
・
注
記

の
状
態
も
明
記
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、﹃
史
記
﹄
に
お
い
て
こ
れ

ら
は
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
方
が
常
で
あ
る
。
加
え
て
、
書
き

入
れ
時
期
等
の
問
題
を
含
め
れ
ば
、
審
定
の
困
難
な
ケ
ー
ス
も

多
く
、
今
回
の
略
書
誌
で
は
一
々
の
言
及
は
見
送
る
こ
と
と
し

た
。
こ
れ
も
偏
に
筆
者
の
不
明
の
な
せ
る
業
で
あ
り
、
ご
海
容

を
乞
う
ば
か
り
で
あ
る
。

第
一
種
本
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版
式
に
つ
い
て
は
前
記
学
習
院
本
の
書
誌
を
参
照
の
こ
と
。

東
洋
文
庫
蔵

五
十
冊
︵
三
／
Ｂ
／
ｃ
／
一
︶

原
装
黒
空
押
雷
文
繫
蓮
華
唐
草
文
様
表
紙
︵
二
八
・
九
×
二
〇
・

九
糎
︶。
原
題
簽
を
有
す
。

東
洋
文
庫
蔵

五
十
冊
︵
三
／
Ａ
／
ｈ
／
一
三
︶

後
補
水
色
雲
母
引
表
紙
︵
二
九
・
八
×
二
一
・
六
糎
︶。
印
記
﹁
津

和
野
文
庫
﹂︵
津
和
野
藩
校
︶。
帙
題
簽
を
﹁
史
記
正
義
﹂
と
す

る
。

東
洋
文
庫
蔵

四
十
九
冊
︵
三
／
Ａ
／
ｈ
／
六
︶

後
補
香
色
表
紙
︵
二
七
・
〇
×
一
九
・
六
糎
︶、
貼
題
簽
に
﹁
史

記
﹂
と
書
す
。
第
十
一
冊
、
巻
十
三
︱
十
七
を
合
綴
︵
本
来
、
巻

十
三
︱
十
五
、
巻
十
六
・
十
七
で
各
一
冊
︶。
第
十
七
冊
、
巻
二

十
八
︱
三
十
を
合
綴
︵
本
来
、
巻
二
十
八
、
巻
二
十
九
・
三
十
で

各
一
冊
︶。
第
二
十
四
冊
に
は
巻
四
十
三
・
四
十
四
、
第
二
十
五

冊
に
は
巻
四
十
五
・
四
十
六
を
あ
て
︵
本
来
は
巻
四
十
三
と
巻

四
十
四
︱
四
十
六
冊
で
分
冊
︶、
第
三
十
一
冊
に
は
巻
六
十
七
・

六
十
八
、
第
三
十
二
冊
に
は
巻
六
十
九
を
あ
て
︵
本
来
は
巻
六

十
七
︱
六
十
九
で
一
冊
︶、
第
四
十
冊
に
は
巻
九
十
七
︱
百
二
、

第
四
十
一
冊
に
は
巻
百
三
︱
百
五
を
あ
て
る
︵
本
来
は
巻
九
十

七
︱
百
一
と
巻
百
二
︱
百
五
で
分
冊
︶。
印
記
﹁
木
正
／
辞
／

章
﹂︵
木
村
正
辞
︶。
糸
印
一
顆
。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

五
十
冊
︵
二
七
九
／
一
八
︶

後
補
淡
紅
色
覆
表
紙
︵
三
〇
・
五
×
二
一
・
七
糎
︶、
後
補
素
紙

表
紙
。
印
記
﹁
江
雲
渭
樹
﹂︵
林
羅
山
︶。
朱
引
・
墨
訓
点
は
林

鵞
峰
門
人
、
�
口
栄
清
︵
島
周
︶
に
よ
り
施
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
︵﹃
国
史
館
日
録
﹄
寛
文
七
年
十
一
月
十
七
日
条
、﹃
鵞

峰
先
生
林
学
士
文
集
﹄
巻
九
十
八
﹁
書
ス下

授
ル二

島
周
ニ一

史
記
ノ

後

ニ上

﹂︶。
永
青
文
庫
現
蔵
、
林
羅
山
旧
蔵
﹃
史
記
評
林
﹄
に
施
さ
れ

た
訓
点
を
移
写
し
た
も
の
︵
加
藤
陽
介
氏
・
高
橋
智
氏
﹁
永
青

文
庫
所
蔵

林
羅
山
自
筆
訓
読
﹃
史
記
﹄
と
そ
の
周
辺
︱
﹃
史

記
﹄
訓
読
研
究
の
新
出
資
料
︱
﹂﹃
汲
古
﹄
第
四
七
号
、
二
〇
〇

五
年
︶。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

四
十
九
冊

巻
一
・
八
十
三
︱

九
十
二
補
配
第
二
種
本
︵
別
二
六
／
一
︶

原
装
焦
茶
色
空
押
唐
草
十
字
印
襷
文
様
表
紙
︵
二
九
・
五
×
二

〇
・
八
糎
︶。
原
題
簽
を
有
す
。
裏
張
に
慶
長
古
活
字
中
本
︿
安

宅
﹀
ほ
か
二
十
八
種
の
謡
本
、
嵯
峨
本
﹃
徒
然
草
﹄、
書
状
、
仏
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書
等
の
反
古
が
用
い
ら
れ
る
。
第
三
十
二
冊
の
み
後
補
香
色
表

紙
。
左
肩
打
付
﹁
史
記

︵
朱
書
︶

壱
之
六
﹂。
な
お
、
補
配
・
後
補
表
紙

冊
を
含
め
て
、
左
下
に
﹁
一
︵
︱
四
十
九
︶﹂
と
冊
数
を
記
す
。

加
点
識
語
を
残
す
冊
が
多
く
、
第
三
冊
の
、

慶
長
十
二
年
丁
未
秋
九
月
十
二
日
點
此
一
本
而
已
︵

抹

消

︶

二
十
七
歳
、

と
あ
る
の
が
、
最
も
早
い
日
付
と
な
る
。
加
点
に
用
い
た
本
と

し
て
は
、
第
二
十
二
冊
に
、

慶
長
拾
參
年
丁
未
三
月
十
七
日
以
道
春
本
加
朱
墨
之
點
而

己

洛
陽
烏

︵

墨

滅

︶

澤
西
叟

と
あ
り
、﹁
道
春
本
﹂
の
名
が
見
え
る
。
最
終
の
第
四
十
九
冊
に

は
、

冩
本
曰
、
所
写
者
彭
叔
之
本
也
、
予
以
道
春
之
點
冩
此
一

本
、
餘
皆
如
斯
、
又
以
秋
江
／
之
本
冩
之
、
兩
人
之
本
皆

同
點
故
也
、
慶
長
第
拾
六
秊
辛亥

十
二
月
十
一
日

︵
墨
滅
︶

、

と
あ
る
。
な
お
、
各
識
語
と
も
署
名
部
分
は
抹
消
・
墨
滅
さ
れ

て
い
る
が
、﹁
持
主

得
庵
書
焉
﹂︵
第
二
十
九
冊
︶、﹁
洛
陽

烏
丸
玄
東
廾
八
歳
﹂︵
第
三
十
五
冊
︶、﹁
菅
氏
□
東
﹂︵
第
四
十

六
冊
︶
等
が
僅
か
に
判
読
で
き
、
菅
得
庵
︵
玄
東
︶
手
沢
本
た
る

を
知
る
。
印
記
﹁
顔
氏
家
訓
曰
借
／
人
典
籍
須
加
愛
／
護
先
有

缺
壊
就
／
爲
補
治
此
亦
士
／
大
夫
百
行
一
也
／
□
易
菅
玄
東

誌
﹂︵
墨
印
。
菅
得
庵
︶﹁
華
山
圖
書
﹂﹁
華
山
／
臧
書
／
之
印
﹂。

第
二
冊
︵
巻
一
︶・
第
三
十
七
冊
︵
巻
八
十
三
︱
八
十
八
︶・
第
三

十
八
冊
︵
巻
八
十
九
︱
九
十
二
︶
は
第
二
種
本
補
配
。
原
装
砥

粉
色
表
紙
︵
二
八
・
四
×
二
〇
・
七
糎
︶。
第
二
冊
に
は
、

寛
延
庚
午
三
年
四
月
二
十
二
日
以
八
尾
友
春
印
本
校
之
、

と
の
識
語
が
見
え
る
。

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵

五
十
冊
︵
阿
／
六
／
一
二
七
︶

後
補
砥
粉
色
表
紙
︵
二
八
・
九
×
二
一
・
〇
糎
︶。
印
記
﹁
荒
井

泰
治
氏
ノ
寄
附
金
ヲ
／
以
テ
購
入
セ
ル
文
學
博
士
／
狩
野
亨
吉

氏
舊
藏
書
﹂︵
墨
印
︶。

国
立
国
会
図
書
館
蔵

五
十
冊
︵
Ｗ
Ａ
七
／
二
五
九
︶

後
補
丹
空
押
雷
文
繫
桐
花
唐
草
文
様
表
紙
︵
三
〇
・
二
×
二
一
・

三
糎
︶。
江
戸
初
期
の
書
入
の
ほ
か
、
後
期
の
も
の
も
混
ず
。

識
語
に
、

寛
政
戊
午
十
仲
夏
既
日
於

對
讀
︵
第
二
冊
︶

于
時
寛
政
九
丁
巳
臘
月
八
日
終
點
句
︵
第
五
冊
︶

が
見
え
る
。
印
記
﹁
白
雲
書
庫
﹂︵
野
間
三
竹
︶﹁
躋
壽
／
館
記
﹂

︵
医
学
館
︶﹁
向
黄
邨
／
珎
蔵
印
﹂︵
向
山
黄
村
︶﹁
竹
沾
／
光
鴻

／
之
章
﹂︵
竹
添
井
々
︶﹁
松
方
／
文
庫
﹂︵
松
方
正
義
︶。
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学
習
院
大
学
図
書
館
蔵

五
十
冊
︵
四
二
二
／
五
八
︶

前
掲
。

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
河
村
文
庫
蔵

五
十
冊

原
装
茶
色
空
押
雷
文
繫
蓮
華
唐
草
文
様
表
紙
︵
二
九
・
二
×
二

一
・
一
糎
︶。
貼
題
簽
に
﹁
史
記
目
録

全
﹂
の
ご
と
く
書
す
が
、

第
三
十
・
四
十
九
・
五
十
冊
に
は
原
題
簽
を
と
ど
め
る
。
各
冊

表
紙
左
下
に
﹁
河
村
秀
根
本
﹂
の
蔵
書
票
貼
附
。
印
記
﹁
尾
張

河
村
復
太
郎
秀
根
藏
﹂︵
河
村
秀
根
。
墨
印
︶。
第
一
冊
末
尾
に

楮
紙
を
綴
じ
、

こ
の
書
慶
長
木
活
の
珎
籍
に
て
河
邨
／
秀
根
の
手
澤
本
な

り
、
蠧
害
甚
し
く
／
装
潢
乱
れ
て
補
修
し
難
き
を
、
大
正

の
／
庚
申
之
を
整
へ
圖
書
館
に
蔵
す
、
／
箕
形

鐵

と
記
す
。
同
様
に
第
五
十
冊
後
遊
紙
に
、

此
書
慶
長
木
活
之
珍
籍
、
河
邨
秀
根
手
／
澤
而
其
子
益
根

所
補
治
、
爾
後
抛
凾
中
／
不
省
殆
壹
百
年
、
蠧
害
甚
而
装

潢
乱
離
、
／
于
茲
大
正
庚
申
整
殻
以
藏
圖
書
館
、
／
箕
形

鐵

と
記
す
。
箕
形
鐵
、
本
名
鐵
太
郎
、
市
立
名
古
屋
図
書
館
職
員
。

同
冊
後
見
返
に
は
、

安
永
九
年
庚
子
七
月
朔
有
五

藤

益
根

補
治

と
墨
書
あ
り
。
な
お
、本
書
の
空
押
文
様
は
東
洋
文
庫
蔵
本︵
三

／
Ｂ
／
ｃ
／
一
︶
の
も
の
と
左
右
対
称
型
に
て
、
か
つ
京
都
府

立
総
合
資
料
館
蔵
本
と
類
似
す
る
︵
覆
刻
関
係
に
あ
る
か
︶。

大
谷
大
学
図
書
館
蔵

五
十
冊
︵
外
丙
／
一
三
四
︶

原
装
茶
色
表
紙
︵
二
九
・
四
×
二
一
・
三
糎
︶。
左
肩
打
付
﹁
史

記
目
録
并
序
﹂
の
ご
と
し
。
神
田
喜
一
郎
旧
蔵
。

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵

五
十
冊︵
二
二
二
／
イ
一
一
︶

後
補
香
色
表
紙
︵
三
〇
・
〇
×
二
一
・
四
糎
︶。
左
肩
打
付
﹁
史

記

序
目
録
﹂
の
ご
と
し
。
印
記
﹁
尾
陽
／
文
庫
﹂︵
尾
張
藩
徳

川
家
︶﹁
拂
﹂。

内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
付
属
図
書
館
大
同
薬
室
文
庫
蔵

五

十
冊
︵
二
二
〇
／
五
〇
八
〇
七
︶

後
補
肌
色
表
紙
︵
二
九
・
六
×
一
九
・
八
糎
︶。
双
辺
刷
枠
題
簽

に
﹁
史
記
索
隠
﹂﹁
史
記
索
隠
一
︵
︱
百
廿
九
之
三
十
終
︶
﹂
と
書
す
。

印
記
﹁
中
野
文
庫
﹂︵
中
野
泰
章
︶。

阪
本
龍
門
文
庫
蔵

五
十
冊
︵
四
九
四
︶
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後
補
薄
茶
色
表
紙
︵
二
九
・
二
×
二
一
・
〇
糎
︶。
貼
題
簽
に
﹁
史

記
序
目
録
﹂
の
ご
と
く
書
す
。
第
一
冊
見
返
に
藍
筆
に
て
﹁
寛
政

十
二
年
庚
申
閏
四
月
朔
﹂
と
あ
り
。
印
記
﹁
木
氏
／
家
藏
﹂﹁
節

縮
／
百
費
日
／
月
積
之
﹂︵
鈴
木
白
藤
︶。

関
西
大
学
図
書
館
蔵

五
十
冊

巻
一
補
写
︵
Ｃ
／
二
二
二
・

〇
一
／
Ｓ
一
／
一
︱
一
／
五
〇
︶

原
装
薄
茶
色
空
押
雷
文
繫
牡
丹
唐
草
文
様
表
紙
︵
三
〇
・
一
×

二
一
・
四
糎
︶。
左
肩
打
付
﹁
記
一

史
記
一
﹂
の
ご
と
し
。
各

冊
右
下
に
﹁
高
善
院
﹂
と
墨
書
。
各
冊
、
印
記
﹁
石
井
／
秀
千
／

氏
章
﹂
ほ
か
、﹁
有
／

﹂
の
蔵
書
票
︵
伊
藤
介
夫
︶
を
貼
附
。

1845

ま
た
、
第
一
・
二
冊
に
﹁
多
度
津
／
岡
田
氏
／
藏
書
印
﹂﹁
岡
田

真
﹂、
第
十
一
冊
以
降
各
冊
に
﹁
明
弎
堂
﹂︵
墨
印
︶
の
印
が
捺
さ

れ
る
。
第
四
十
一
冊
、
表
紙
上
部
を
薄
紅
色
料
紙
で
補
修
し
、

前
遊
紙
裏
丁
に
﹁
谷
上
法
明
十
二
世
哲
龍
自
修
補
焉
﹂
と
墨
書
。

第
五
十
冊
後
見
返
に
﹁
當
院
ヨ
リ

一
度
余
所
江

参
之
候
、
然
ル
ニ

不
思
儀
見
當
リ

候
テ

而
／
寶
暦
三
ノ

秋
永
之
畢

晃
暁
﹂
と
墨

書
。
表
紙
文
様
は
後
記
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
・﹃
図

説
光
悦
謡
本

解
説
﹄
所
載
若
林
正
治
氏
蔵
本
と
同
じ
。

第
二
冊
︵
巻
一
︶
補
写
。
別
種
の
茶
色
空
押
雷
文
繫
牡
丹
唐
草

文
様
表
紙
︵
三
〇
・
一
×
二
一
・
三
糎
︶。
題
簽
、﹁
高
善
院
﹂
の

墨
書
、
他
冊
に
同
じ
。
単
辺
有
界
。
八
行
十
七
字
。
最
終
丁
裏

に
﹁
法
明
院
／
雲
樹
永
﹂
と
墨
書
。
江
戸
前
期
の
写
と
思
わ
れ

る
。

本
書
は
﹃
増
補
古
活
字
版
之
研
究
﹄
に
巻
十
二
ま
で
の
十
冊
の

零
本
と
し
て
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
と
記
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
同

館
に
か
つ
て
蔵
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
あ
る
期
間
、
十
冊
目
ま

で
と
十
一
冊
以
降
が
別
伝
来
し
た
こ
と
は
印
記
か
ら
も
窺
え
る

が
、
今
日
で
は
本
来
の
姿
に
戻
っ
て
い
る
。

京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵

五
十
冊

巻
二
・
三
補
写
︵
特
九

一
六
／
八
五
︶

原
装
丹
空
押
雷
文
繫
蓮
華
唐
草
文
様
表
紙
︵
二
九
・
八
×
二
一
・

四
糎
︶。
第
一
冊
左
肩
に
﹁
目
録
﹂
と
白
書
。
右
下
﹁
全
部
五
十

冊

一
﹂﹁
二
︵
︱
五
十
尾
︶﹂
と
白
書
。
第
一
冊
、﹁
史
記
目
録
﹂

の
あ
と
に
﹁
史
記
索
隠
序
﹂
以
下
を
綴
じ
る
。
印
記
﹁
靈
／
松

／
院
﹂︵
墨
印
︶。
表
紙
文
様
は
故
宮
博
物
院
蔵
本
・
東
北
大
学

附
属
図
書
館
蔵
第
三
種
本
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
表
紙

と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
冊
︵
巻
二
・
三
︶
補
写
。
同
寸
の
同
表
紙
。
単
辺
有
界
。

八
行
十
七
字
。
江
戸
初
期
の
筆
に
て
、
本
書
制
作
時
の
も
の
と

思
わ
れ
る
。
印
記
、
同
。
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広
島
市
立
中
央
図
書
館
蔵

五
十
冊

巻
六
十
一
︱
六
十
六
補

写
︵
四
八
︶

後
補
砥
粉
色
表
紙
︵
二
九
・
四
×
二
一
・
四
糎
︶。
双
辺
刷
枠
題

簽
に
﹁
史
記

序

凡
例

目
録
﹂
の
ご
と
く
書
す
。
印
記
﹁
淺
野

圖
／
書
館
藏
／
書
之
印
﹂。

第
三
十
二
冊
︵
巻
六
十
一
︱
六
十
六
︶
補
写
。
単
辺
有
界
。
匡

郭
、
左
右
連
続
せ
ず
。
八
行
十
七
字
。
江
戸
中
期
の
筆
か
。

大
東
急
記
念
文
庫
蔵

五
十
冊

序
目
・
巻
六
十
七
補
配
第
二

種
本
、
巻
六
十
八
・
六
十
九
補
写
︵
三
五
／
一
〇
／
五
五
六
︶

後
補
鳥
の
子
色
表
紙
︵
三
〇
・
一
×
二
一
・
六
糎
︶。
貼
題
簽
に

﹁
史
記

一
﹂
の
ご
と
く
書
す
。
第
三
冊
、
森
立
之
に
よ
る
校
異

が
記
さ
れ
、
末
尾
に
校
合
本
奥
書
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

文八

和
三
年
應
鐘
廿
七
日

讀
合
畢

復
三

大
監
物
惟
宗
守
俊

寶四

治
二
年
五
月
三
日
書
冩
了

同
五
日
移
點
了

一
交
了

太
史
大
丞
あ
へ
時
貞

又
校
弐
證？

本
了

建五

長
八
年
七
月
卅
日
受
菅
家
之
説
了

匠
作
少
書
あ
へ
為
貞

本
云

桑
門
良
暁
給
此
書
三
字
三
點
改
直
了

以
索
隠
史
記
加
裏
書
了

菅
家
淳
高

讀
了

菅
在
時

承一

久
第
二
歳
無
射
初
六
日
受
厳
訓
了

菅
原
龜
丸

嘉二

禄
年
中
以
菅
説
讀
了

在
御
判

仁三

治
三
年
四
月
十
三
日
受
厳
訓
了

菅
原
在
匡

弘六

安
十
一
年
蕤
貴宀眉
八
日
受
家
訓
了

陰
陽
大
屬
あ
へ
有
雄

正七

安
二
年
無
射
廿
五
日
受
庭
訓
了

主
殿
權
助
安
倍
重
章

即
ち
、﹃
大
東
急
記
念
文
庫
貴
重
書
解
題
﹄
第
一
巻
が
記
す
と
お

り
、
こ
の
対
校
本
は
﹃
経
籍
訪
古
志
﹄
に
著
録
さ
れ
る
旧
鈔
巻

子
本
求
古
楼
蔵
夏
本
紀
一
巻
に
あ
た
る
。
眉
上
に
は
明
治
丁
丑

︵
十
年
︶

十
二
月
二
十
六
日
森
立
之
識
語
あ
り
。
印
記﹁
森
氏
﹂︵
森
立
之
︶

﹁
華
外
﹂︵
緑
川
彰
︶﹁
江
風
山
／
月
荘
﹂﹁
稲
田
／
福
堂
／
圖
書
﹂

︵
稲
田
福
堂
︶。

第
一
冊
、
第
二
種
本
補
配
。
原
装
砥
粉
色
表
紙
︵
二
八
・
五
×

二
一
・
〇
糎
︶。
題
簽
、
他
冊
と
同
じ
。
第
十
五
冊
第
一
丁
の
み

第
二
種
本
補
配
。
第
三
十
二
冊
の
う
ち
、
巻
六
十
一
︱
六
十
六
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は
同
版
別
本
補
配
が
疑
わ
れ
、
巻
六
十
七
は
第
二
種
本
に
て
補

配
。
二
八
・
六
×
二
一
・
二
糎
。

第
三
十
三
冊
、
巻
六
十
八
・
六
十
九
補
写
。
識
語
﹁
右
商
君
蘇

秦
二
傳
以
宋
慶
元
槧
本
／
鈔
補
冩
對
校
畢

／
明
治

丁
亥

︵
二
十
年
︶

晩
冬

緑
川
容
漁
彰
識
︵
印
﹁
越
／
彰
﹂﹁
華
／
外
﹂︶﹂。

名
古
屋
市
ý
左
文
庫
蔵

四
十
九
冊

巻
十
八
補
写
︵
一
六
二

／
一
︶

原
装
白
雲
母
刷
雷
文
繫
牡
丹
唐
草
文
様
表
紙
︵
三
〇
・
三
×
二

一
・
九
糎
︶。
左
肩
打
付
﹁
史
記
目
録
﹂
の
ご
と
し
。
右
に
﹁
目

録
﹂﹁
三
皇
司
馬
貞
補
史
／
五
帝
黄
帝

顓
頊

帝
嚳

堯

舜

﹂の
ご
と
く
書
す︵
後

筆
︶。
印
記
﹁
小
野
節
／
家
藏
書
﹂﹁
宜
爾
／
子
孫
﹂︵
人
見
竹
洞
︶

﹁
子
魚
□
□
／
□
閣
秘
書
﹂︵
人
見
璣
邑
︶﹁
張
府
／
内
庫
／
圖
書
﹂

︵
尾
張
徳
川
家
︶。

第
十
二
冊
、
巻
十
六
・
十
七
に
つ
づ
き
、
巻
十
八
を
補
写
し
て

合
綴
。
双
辺
有
界
。
九
行
十
八
字
。
年
表
部
分
も
補
写
。
江
戸

中
期
の
写
か
。
外
題
﹁
史
記

十
六

十
七

十
八
﹂
の
う
ち
、

﹁
十
八
﹂
の
み
別
筆
。﹁
秦
楚
際
目
表
／
漢
興
来
諸
侯
年
表
／
高

祖
功
臣
年
表
﹂
は
同
筆
。
蔵
書
印
は
巻
十
七
末
尾
に
二
顆
。

佐
賀
県
立
図
書
館
鍋
島
文
庫
蔵

二
十
四
冊

巻
二
十
九
・
三

十
補
写
︵
鍋
／
九
九
三
・
二
／
九
九
︶

後
補
焦
茶
色
表
紙
︵
二
八
・
〇
×
一
九
・
八
糎
︶。
巻
二
十
九
・

三
十
の
み
補
写
。
印
記
﹁
鍋
島
／
家
藏
﹂﹁
弘
道
／
館
藏
／
書

印
﹂。

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵

四
十
冊

欠
巻
一
︱
十
二

︵
二
二
二
／
イ
七
一
︶

後
補
薄
茶
色
空
押
雷
文
繫
牡
丹
唐
草
文
様
表
紙
︵
三
〇
・
三
×

二
一
・
六
糎
︶。
貼
題
簽
﹁
史
記
表六

﹂
の
ご
と
く
書
す
。
印
記
﹁
三

井
家
／
聴
氷
閣
﹂︵
三
井
高
堅
︶。

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵

八
冊

存
巻
四
十
・
四
十
三
・

六
十
一
︱
六
十
六
・
八
十
九
︱
九
十
二
・
百
十
二
︱
百
二
十
一
・

百
二
十
五
︱
百
二
十
八
︵
甲
和
／
一
二
二
六
︶

原
装
薄
茶
色
空
押
雷
文
繫
牡
丹
唐
草
文
様
表
紙
︵
二
九
・
六
×

二
〇
・
九
糎
︶。
表
紙
文
様
、
関
西
大
学
図
書
館
蔵
本
・﹃
図
説

光
悦
謡
本

解
説
﹄
所
載
若
林
正
治
氏
蔵
本
と
同
じ
。

成
簣
堂
文
庫
蔵

四
冊

存
巻
六
・
三
十
一
・
三
十
二
・
四
十

七
・
四
十
八
・
五
十
四
︱
五
十
七

新
補
黄
土
色
覆
表
紙
︵
三
〇
・
三
×
二
一
・
五
糎
︶。
左
肩
打
付
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﹁
慶
長
活
字
史
記

壹
﹂
の
ご
と
く
書
す
。
第
一
冊
の
み
右
下

に
﹁
慶
長
十
一
年
云
々
跋
語
在
焉
﹂
と
あ
り
。
い
ず
れ
も
徳
富

蘇
峰
筆
。
原
装
栗
皮
表
紙
。
第
一
冊
の
み
﹁
慶
長
十
一
年
跋
語

あ
り
零
本
共
四

／
珍
﹂
と
朱
書
。
な
お
、
現
状
で
は
巻
三
十
一
・

三
十
二
の
一
冊
が
第
一
冊
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
第
一
冊
末

に
、

慶
長
十
一
丁
未
秋
八
月
以
東
福
寺
善
惠
軒
之
本
新
加
朱
墨

倭
点
者
也
、

の
識
語
あ
り
。
印
記
﹁
徳
富
／
所
有
﹂﹁
蘇
／
峯
﹂﹁
蘇
峰
／
清

賞
﹂﹁
天
下
之
公
／
寶
須
愛
護
﹂﹁
蘇
峰
學
人
／
徳
富
氏
愛
／
藏

圖
書
記
﹂︵
徳
富
蘇
峰
︶。

お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
蔵

三
冊

存
巻
八
十
三
︱
九

十
二

新
補
砥
粉
色
表
紙
︵
二
九
・
五
×
二
〇
・
七
糎
︶。
各
冊
、
左
に

徳
富
蘇
峰
の
筆
で
﹁
巻
末
有
慶
長
十
四
年
跋
語
﹂
と
墨
書
さ
れ

る
。
識
語
、

慶
長
十
四
易
草
木
己
酉
三
月
二
十
又
四
日
點
之
終

菅
原

︵
第
一
冊
︶

慶
長
十
四
秋
菊
月
上
旬
以
朱
墨
點
之

九
歯

︵
第
二
冊
︶

慶
長
十
四
己
酉
十
一
日
朔
点
之
畢

︵
第
三
冊
︶

印
記
﹁
顔
氏
家
訓
曰
借
／
人
典
籍
須
加
愛
／
護
先
有
缺
壊
就
／

爲
補
治
此
亦
士
／
大
夫
百
行
一
也
／
□
易
菅
玄
東
誌
﹂︵
墨
印
。

菅
得
庵
︶﹁
華
山
／
臧
書
／
印
﹂﹁
蘇
峰
學
人
／
徳
富
氏
愛
／
藏

圖
書
記
﹂﹁
善
本
﹂︵
徳
富
蘇
峰
︶。
菅
得
庵
旧
蔵
に
て
前
記
内
閣

文
庫
蔵
本
︵
別
二
六
／
一
︶
の
僚
巻
。

静
嘉
堂
文
庫
蔵

三
冊

存
巻
十
八
︱
二
十
二
・
三
十
三
︱
三

十
六
︵
一
〇
五
／
二
四
︶

原
装
栗
皮
表
紙
︵
三
〇
・
一
×
二
一
・
五
糎
︶。
各
冊
、
右
上
に
、

八
行
十
七
字
有
罫

第
一
種
／
年
表
の
み
九
行
な
り
。

︵
第
一
冊
︶

九
行
十
七
字
有
罫

第
二一

種
／
年
表
の
み
九
行︵
第
二
冊
︶

九
行
十
八
字
若
シ
ク
ハ
十
七
字
有
罫

第
三一

種
／
年
表
第
八

巻
以
下
十
七
字

年
表
の
み
九
行
︵
第
三
冊
︶

と
川
瀬
一
馬
筆
の
小
紙
片
を
貼
附
。
見
返
、
改
装
。
第
一
冊
後

補
遊
紙
に
、
川
瀬
一
馬
筆
に
よ
る
左
記
の
貼
紙
あ
り
。

古
活
字
版
史
記
ノ
研
究

角
倉
素
庵
カ
史
記
ヲ
出
版
シ
タ
ル
ヤ
否
ヤ
、
其
事
実
ヲ
知

ラ
ン
ト
欲
シ
、
極
力
調
査
シ
タ
レ
共
確
証
ヲ
得
ス
、
旧
書

ニ
散
見
ス
ル
記
事
ハ
反
テ
其
存
在
ヲ
疑
ハ
シ
ム
ル
ノ
資
料
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ト
ナ
レ
リ
、
鵞
峯
林
學
士
文
集
ニ
載
セ
タ
ル
嵯
峨
本
ノ
史

記
ニ
關
ス
ル
記
事
ハ
、
寛
文
六
年
ニ
起
草
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ

ト
ノ
コ
ト
ナ
ル
モ
、﹁
訓
点
ア
ル
史
記
﹂
ヲ
嵯
峨
本
ノ
史
記

ナ
リ
ト
稱
ス
、
然
ル
ニ
世
人
カ
一
般
ニ
嵯
峨
本
ノ
史
記
ト

唱
フ
ル
モ
ノ
ハ
活
字
版
ニ
シ
テ
、八
行
十
七
字
本
ノ
ナ
リ
、

予
ガ
存
在
ヲ
疑
フ
モ
是
等
ノ
事
実
ニ
依
ル
ナ
リ
、
此
頃
古

活
字
版
史
記
ノ
零
本
ヲ
蒐
メ
之
ヲ
研
究
セ
シ
ニ
、
版
式
ノ

異
ナ
ル
モ
ノ
五
種
ア
リ
、
即
チ
㈠
八
行
十
七
字
本
、
㈡
九

行
十
七
字
本
、
㈢
九
行
十
七
字
本
若
ク
ハ
十
八
字
本
、
㈣

九
行
十
七
字
本
、
㈤
八
行
十
七
字
無
罫
本
是
ナ
リ
、
而
シ

テ
全
部
完
全
ニ
現
存
ス
ル
物
ハ
第
四
ノ
九
行
十
七
字
有
罫

本
ナ
リ
、
又
最
モ
稀
ナ
ル
ハ
第
五
ノ
八
行
十
七
字
無
罫
本

ナ
リ
ト
ス
、
而
シ
テ
第
一
第
二
第
三
ノ
三
種
ハ
其
表
紙
皆

同
一
ニ
シ
テ
、
其
裏
張
ノ
反
古
紙
ニ
慶
長
活
字
ノ
節
用
集

ヲ
用
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
此
三
種
ハ
周
辺
ノ
輪
郭
同
大
ニ

シ
テ
字
体
摺
亦
同
シ
、
恐
ク
ハ
同
一
本
ナ
ル
ベ
シ
、
之
ヲ

嵯
峨
本
ノ
史
記
ナ
リ
ト
唱
フ
ル
者
ア
リ
。

こ
こ
で
川
瀬
は
古
活
字
版
﹃
史
記
﹄
を
五
種
に
分
け
て
い
る
が
、

年
表
が
九
行
で
あ
る
た
め
、
㈡
㈢
は
㈠
と
と
も
に
第
一
種
本
に

分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は
本
書
第
二
・
三
冊
の

表
紙
貼
附
の
小
紙
片
に
記
さ
れ
た
種
別
を
訂
正
し
て
い
る
こ
と

や
、
右
の
記
述
に
﹁
此
三
種
ハ
周
辺
ノ
輪
郭
同
大
ニ
シ
テ
字
体

摺
亦
同
シ
、
恐
ク
ハ
同
一
本
ナ
ル
ベ
シ
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
確

認
で
き
る
。
ま
た
、﹁
全
部
完
全
ニ
現
存
ス
ル
物
ハ
第
四
ノ
九

行
十
七
字
有
罫
本
ナ
リ
﹂
と
あ
る
の
は
、
無
罫
本
︵
第
三
種
本
︶

の
誤
り
か
。
さ
ら
に
﹁
第
一
第
二
第
三
ノ
三
種
ハ
其
表
紙
皆
同

一
ニ
シ
テ
、
其
裏
張
ノ
反
古
紙
ニ
慶
長
活
字
ノ
節
用
集
ヲ
用
ヒ

タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
﹂
と
あ
る
の
は
、
本
書
表
紙
裏
張
を
さ
し
て
の

記
述
と
思
わ
れ
る
が
、﹃
増
補
古
活
字
版
之
研
究
﹄
に
よ
れ
ば
、

本
書
に
用
い
ら
れ
た
の
は
﹁
高
館
﹂
等
の
古
活
字
版
舞
の
本
の

反
古
で
あ
る
か
ら
︵
上
巻
四
〇
一
頁
︶、
不
審
で
あ
る
。
現
在
、

裏
張
の
反
古
は
存
否
不
明
。
印
記
﹁
阿
部
／
臧
書
﹂。
後
記
重

山
文
庫
蔵
本︵
存
巻
十
三
︱
十
五
︶・
天
理
図
書
館
蔵
本
の
僚
巻
。

架
蔵

三
冊

存
巻
七
・
七
十
四
︱
七
十
八
︵
補
写
︶・
九
十
三

︱
九
十
六

新
補
茶
色
表
紙
︵
三
〇
・
四
糎
×
二
一
・
五
糎
︶。
第
二
冊
は
双

辺
︵
二
三
・
〇
×
一
七
・
一
糎
︶
有
界
九
行
、
版
心
粗
黒
口
双
花

口
魚
尾
の
整
版
印
刷
料
紙
に
本
文
を
書
写
。
江
戸
中
期
の
写

か
。
第
三
冊
、
巻
九
十
三
第
二
・
六
・
九
丁
、
巻
九
十
四
第
三
丁

補
写
。
双
辺
︵
二
三
・
〇
×
一
七
・
一
糎
︶
有
界
九
行
、
版
心
粗

黒
口
双
花
口
魚
尾
の
古
活
字
印
刷
料
紙
を
使
用
。
江
戸
初
期
の
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写
。
印
記
﹁
黒
川
氏
／
圖
書
記
﹂︵
黒
川
春
村
︶。

新
村
出
記
念
財
団
重
山
文
庫
蔵

一
冊

存
巻
十
三
︱
十
五

︵
二
二
二
・
〇
一
︶

原
装
栗
皮
表
紙
︵
三
〇
・
二
×
二
一
・
七
糎
︶。
表
紙
に
、

史
記
巻
十
三
至

巻
十
五

零
本
一
冊
有
界
双
框

九
行
十
七
字

裏
標
紙
に
貼
付
せ
る
平
假
名
活
字
本

の
發
紙

表
面
︵﹁
嵯
峨
本
﹂
と
補
入
︶
＝
平
家
又
盛

衰
記
？
珍
重
す
べ
し

裏
面
＝
御
伽
草
子
の
類
？

昭
和
四
、
三
、
廿
六

︵
サ
イ
ン
︶

と
新
村
出
に
よ
り
記
さ
れ
た
懸
紙
を
附
す
。
ま
た
、
表
紙
右
上

に
﹁
九
行
十
八
字
有
罫
／
但
第
七
丁
以
下
十
七
字

○

○

○

︵
恐
ク
ハ
第

二
第
三
種

種
ト
同
版
︶﹂
と
セ
ピ
ア
色
万
年
筆
に
て
記
し
た
小
紙
片
を

貼
る
︵﹁
第
三
種
﹂
の
傍
記
の
み
赤
字
︶。
川
瀬
一
馬
筆
か
。
現

状
で
は
後
表
紙
に
反
古
を
綴
じ
込
む
。
古
活
字
版
舞
の
本
﹁
八

島
﹂﹁
伏
見
常
盤
﹂。
印
記
﹁
阿
部
／
臧
書
﹂。
静
嘉
堂
文
庫
蔵

本
・
天
理
図
書
館
蔵
本
︵
〇
一
一
／
イ
一
一
／
五
七
︶
の
僚
巻
。

新
村
出
記
念
財
団
重
山
文
庫
蔵

一
冊

存
巻
百
十
・
百
十
一

︵
二
二
二
・
〇
一
︶

原
装
栗
皮
表
紙
︵
三
〇
・
一
×
二
一
・
七
糎
︶。
懸
紙
に
、

史
記
古
活
字
本

匈
奴
列
傳

衛
将
軍
驃
騎
列
傳

零
本
一
冊

八
行
十
七
字
有
界
双
框

と
記
す
。
印
記
﹁
洒
竹
文
庫
﹂︵
大
野
洒
竹
︶﹁
新
邨
／
氏
圖
／

書
記
﹂︵
新
村
出
︶。

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵

一
冊

存
巻
十
六
・
十
七︵
〇

一
一
／
イ
一
一
／
五
七
︶

原
装
栗
皮
表
紙
︵
三
〇
・
二
×
二
一
・
六
糎
︶。
後
表
紙
見
返
に

﹁
嵯
峨
本
／
平
家
物
語
／
︵
植
字
版
︶
／
表
紙
裏
打
紙
﹂
と
記
す

紙
片
を
貼
附
。
前
記
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
・
重
山
文
庫
蔵
本
︵
存

巻
十
三
︱
十
五
︶
の
僚
巻
に
て
、
重
山
文
庫
本
同
様
、
古
活
字

版
舞
の
本
﹁
八
島
﹂﹁
伏
見
常
盤
﹂
の
反
古
を
裏
張
と
す
る
。
印

記
﹁
阿
部
／
臧
書
﹂﹁
昭
和
廾
三
年
十
月
三
十
日
／
寄贈

市
橋
定
雄

氏
﹂︵
日
時
・
氏
名
は
墨
書
︶。

慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵

一
冊
︵
〇
九
一
／

ト
二
六
〇
／
一
︶

新
補
茶
色
表
紙
︵
三
〇
・
四
糎
×
二
一
・
五
糎
︶。
印
記
﹁
黒
川

氏
／
圖
書
記
﹂︵
黒
川
春
村
︶。
前
記
架
蔵
本
の
僚
巻
。
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東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵

一
冊

存
巻
百
十
二
︱
百
十
六

︵
Ａ
〇
〇
／
五
八
七
八
︶

焦
茶
色
表
紙
︵
三
〇
・
二
×
二
一
・
七
糎
︶。
総
裏
打
施
さ
れ
る
。

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵

一
冊

存
巻
百
十
七
︵
リ
八
／
一
七

〇
九
︶

原
装
栗
皮
表
紙
︵
三
〇
・
四
×
二
一
・
五
糎
︶。
貼
題
簽
に
﹁

五
十
七
﹂
と
書
す
。

︵
以
下
未
見
︶

台
湾
故
宮
博
物
院
蔵

五
十
冊

慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
に
よ
れ
ば
、
表
紙
は
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
本
と
同
じ
雷

文
繫
蓮
華
唐
草
文
様
を
有
す
る
。

栗
田
文
庫
蔵

四
十
九
冊

﹃
栗
田
文
庫
善
本
書
目
﹄
に
﹁
原
装
丹
表
紙
、
題
箋
付
。
巻
三
・

四
の
一
冊
缺
﹂
と
あ
る
。
た
だ
し
、﹁
巻
三
・
四
﹂
と
あ
る
の
は
、

巻
二
・
三
の
誤
か
。

尊
経
閣
文
庫
蔵

四
十
八
冊

﹃
弘
文
荘
古
活
字
版
目
録
﹄
所
載
本

五
十
冊

﹁
表
紙
は
赤
茶
色
地
に
大
き
く
唐
草
の
模
様
を
押
し
出
し
た
原

装
﹂
と
あ
っ
て
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
本
と
同
様
、
丹
空

押
雷
文
繫
蓮
華
唐
草
文
様
表
紙
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

﹃
図
説
光
悦
謡
本

解
説
﹄所
載
若
林
正
治
氏
蔵
本︵
一
六
一
図
︶

関
西
大
学
図
書
館
蔵
本
と
同
様
、
雷
文
繫
牡
丹
唐
草
文
様
表
紙

を
有
す
る
。

第
二
種
本

第
一
種
本
よ
り
あ
と
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第

一
種
本
に
は
複
数
の
切
り
貼
り
訂
正
部
分
が
共
通
し
て
見
ら
れ

る
が
、
そ
れ
が
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
後
関
係
が
窺
え

る
。
第
一
冊
﹁
史
記
索
隠
序
﹂
二
丁
、﹁
史
記
索
隠
後
序
﹂、
五
丁

裏
よ
り
﹁
史
記
正
義
序
﹂
通
六
丁
、﹁
補
史
記
序
﹂
通
九
丁
、﹁
史

記
集
解
序
﹂
通
十
五
丁
、﹁
史
記
正
義
論
例
諡
法
觧
﹂
二
十
二
丁
、

﹁
史
記
目
録
﹂
二
十
一
丁
。
本
文
は
第
二
冊
よ
り
。
内
題
﹁
三
皇

本
紀

補
史
記
小
司
馬
氏

a
并
注

﹂﹁
五
帝
本
紀
第
一

史
記
一
﹂の
ご
と
し
。
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四
周
双
辺
︵
二
一
・
七
×
一
六
・
八
糎
︶
無
界
。
八
行
十
七
字
注

小
字
双
行
。
た
だ
し
、
本
文
料
紙
の
節
約
を
図
る
た
め
、
最
終

丁
を
九
行
詰
と
す
る
巻
も
あ
る
。
ま
た
、
年
表
に
あ
た
る
巻
は

九
行
有
界
を
基
本
と
す
る
。
版
心
、
粗
黒
口
双
花
口
魚
尾
、
中

縫
に
﹁
史
記

序
一
︵
例
二
・
録
一
︶
︵
丁
附
︶﹂﹁
史
記

紀
一

︵
︱
十
二
︶
︵
丁
附
︶﹂﹁
史
記

表
一
︵
︱
十
︶
︵
丁
附
︶﹂﹁
史

記

書
一
︵
︱
八
︶
︵
丁
附
︶﹂﹁
史
記

家
一
︵
︱
三
十
︶
︵
丁

附
︶﹂﹁
史
記

傳
一
︵
︱
七
十
︶
︵
丁
附
︶﹂。
尾
題
﹁
三
皇
本

紀

補
史
記
﹂﹁
五
帝
本
紀
第
一

史
記
一
﹂
の
ご
と
し
。

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

五
十
冊
︵
谷
村
文
庫
／
五
︱
四
二

／
シ
／
一
貴
︶

原
装
丹
空
押
卍
繫
牡
丹
唐
草
文
様
表
紙
︵
三
二
・
三
×
二
一
・

四
糎
︶。
薄
鼠
色
原
題
簽
を
有
す
。
印
記
﹁
秋
邨
遺
愛
﹂︵
谷
村

一
太
郎
︶。

慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵

五
十
冊
︵
〇
九
二

／
ト
八
五
︶

後
補
砥
粉
色
表
紙
︵
三
三
・
〇
×
二
一
・
七
糎
︶。
左
肩
打
付
﹁
史

記
序
例
﹂
の
ご
と
し
。
以
下
の
通
り
識
語
が
存
す
。

天
和
癸
亥

︵
三
年
︶

九
月
五
日
／
孚
軒
研
朱
︵
第
三
冊
︶

文
化
癸
亥
八
月
十
五
日
於
成
齋
与
小
島
氏
神
谷
氏
清
水
氏

／
津
山
氏
會
讀
了
、
時
殘
暑
如
蒸
適
驟
雨
來
始
／
知
秋
涼

蟪
蛄
切
々
、︵
第
二
十
七
冊
︶

印
記
﹁
讀
耕
齋
／
之
家
藏
﹂︵
林
讀
耕
齋
︶﹁
松
本
氏
／
蔵
書
印
﹂

﹁
勝
鹿
文
庫
﹂﹁
幸
彦
／
之
印
﹂︵
松
本
幸
彦
︶﹁
森
氏
蔵
書
﹂︵
森

立
之
︶﹁
藤
氏
／
所
蔵
﹂﹁
水
天
／
書
堂
／
収
藏
﹂﹁
三
井
家
鑒
藏
﹂

﹁
双
簏
鑒
藏
﹂﹁
高
安
後
／
人
士
□
／
壬
戌
以
／
後
所
集
﹂︵
三
井

高
堅
︶﹁
岡
田
真
﹂﹁
多
度
津
／
岡
田
氏
／
藏
書
印
﹂︵
岡
田
真
︶。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

五
十
冊
︵
別
二
五
／
一
︶

後
補
縹
色
表
紙
︵
二
八
・
五
×
二
〇
・
一
糎
︶。
左
肩
﹁
史

記
序
目
録
﹂
の
ご
と
く
朱
書
。
印
記
﹁
寂
／
潭
﹂﹁
尚
德
館
／
藏
書

印
﹂。﹁
桑
原
氏
／
臧
書
印
﹂
と
あ
っ
て
墨
滅
さ
れ
る
。

大
東
急
記
念
文
庫
蔵

五
十
冊
︵
二
二
／
四
〇
／
五
七
︶

原
装
砥
粉
色
表
紙
︵
二
八
・
二
×
二
〇
・
七
糎
︶。
左
肩
打
付
﹁
史

記
﹂。
表
紙
、
成
簣
堂
文
庫
蔵
本
︵
十
五
冊
本
︶・
慶
応
義
塾
大

学
図
書
館
蔵
本
︵
一
七
九
／
五
四
／
一
︶・
内
閣
文
庫
蔵
第
一
種

本
︵
別
二
六
／
一
︶
補
配
本
・
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
第
一
種
本

︵
三
五
／
一
〇
／
五
五
六
︶
補
配
本
と
同
じ
。
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東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵

五
十
一
冊

巻
六
・
七
補
写

︵
貴
重
／
甲
三
〇
︶

原
装
栗
皮
表
紙
︵
二
八
・
九
×
二
〇
・
八
糎
︶。
中
央
に
﹁
史
記

序
目
録
﹂
の
ご
と
く
朱
書
。
印
記
﹁
讐⺕
鑑
／
樓
藏
／
書
記
﹂。

お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
蔵

二
十
九
冊

原
装
栗
皮
表
紙
︵
二
九
・
〇
×
二
〇
・
六
糎
︶。
徳
富
蘇
峰
の
手

に
よ
り
﹁
活
字
版

共
二
十
九
冊
／
蘇
峯
學
人
／
史
記

首
﹂

の
ご
と
く
朱
書
す
。
各
冊
、
見
返
を
補
修
し
、
原
見
返
紙
を
遊

紙
の
ご
と
く
す
。

第
一
冊
の
首
・
尾
に
蘇
峰
筆
に
て
、
本
書
を
大
正
二
年
に
東
金

東
漸
寺
で
発
見
、
入
手
し
、
同
三
年
に
補
修
を
終
え
た
旨
を
記

す
。

慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
蔵

三
十
冊

巻
二
十
五
・
二
十
六
・

五
十
八
︱
六
十
補
配
第
一
種
本
︵
四
一
／
一
／
三
〇
︶

後
補
丹
表
紙
︵
二
八
・
一
×
二
〇
・
〇
糎
︶。
貼
題
簽
に
﹁
話マ
マ

字

版
史
記

序
目

一
﹂
の
ご
と
く
書
す
。
印
記
﹁
義
／
印
﹂︵
陰

刻
︶
ほ
か
。

お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
蔵

十
五
冊

存
巻
二
︱
四
・

七
︱
十
二
・
十
八
︱
二
十
二
・
二
十
七
︱
三
十
・
三
十
七
︱
四

十
二
・
五
十
四
︱
六
十
・
百
二
︱
百
三
十

原
装
砥
粉
色
表
紙
︵
二
九
・
四
×
二
一
・
〇
糎
︶。
印
記
﹁
蘇
峰

學
人
／
徳
富
氏
愛
／
藏
書
記
﹂﹁
善
本
﹂﹁
成
簣
堂
／
圖
書
記
﹂。

関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
蔵

七
冊

存
巻
二
︱
十
︵
一
〇

〇
一
︶

原
装
焦
茶
色
表
紙
︵
二
九
・
四
×
二
〇
・
八
糎
︶。
貼
題
簽
に
﹁
史

記

二
﹂
の
ご
と
く
書
す
。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

二
冊

存
巻
一
︱
三
・
六
十
一

︱
六
十
九
︵
二
七
九
／
一
九
︶

薄
茶
色
空
押
文
様
表
紙
︵
三
一
・
五
×
二
一
・
六
糎
︶。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

一
冊

存
巻
九
十
三
︱
九
十
六

︵
二
七
九
／
八
一
︶

後
補
海
老
茶
色
表
紙
︵
二
八
・
六
×
二
一
・
一
糎
︶。
貼
題
簽
に

﹁
史
記
韓
王
信
、
廬
綰
列
傳
﹂
と
書
す
。

静
嘉
堂
文
庫
蔵

二
冊

存
巻
十
六
・
十
七
・
七
十
四
︱
七
十

八
︵
一
〇
五
／
二
四
︶
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巻
十
六
・
十
七
の
一
冊
。
新
補
薄
紅
色
表
紙
︵
二
八
・
六
×
二

一
・
一
糎
︶。
右
上
に
、

岩
崎
久
原
本
ト
同
一

八
行
無
界
本
の
中
な
り
。

九
行
十
七
字
有
罫

第
四
種

第
弐
種

年
表
の
部
分
の
み
九
行
十
七
字

と
記
す
紙
片
を
貼
附
。
川
瀬
一
馬
筆
。

巻
七
十
四
︱
七
十
八
の
一
冊
。
新
補
薄
紅
色
覆
表
紙
︵
二
八
・

六
×
二
一
・
〇
糎
︶。
右
上
に
、

八
行
十
七
字
無
罫

一
本
ノ
ミ

第
五弐

種

本
書
の
年
表
の
部
分
の
み
有
界
九
行
本

と
記
せ
る
紙
片
を
貼
附
。
原
装
砥
粉
色
表
紙
を
存
す
。
印
記

﹁
阿
部
／
□
家
﹂。
両
冊
、
も
と
は
別
伝
来
で
あ
る
。

慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
蔵

一
冊

存
巻
九
十
七
︱
百
一
︵
一

七
九
／
五
四
／
一
︶

原
装
砥
粉
色
表
紙
︵
二
八
・
五
×
二
一
・
〇
糎
︶。
印
記
﹁
阿
部

／
□
家
﹂。

︵
以
下
未
見
︶

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵

五
十
冊

巻
二
十
五
・
二
十

六
・
三
十
八
・
四
十
三
・
六
十
一
・
六
十
二
補
写
︵
二
二
二
／
イ

一
七
︶

第
三
種
本

第
一
冊
﹁
史
記
索
隠
序
﹂
二
丁
、﹁
史
記
索
隠
後
序
﹂
通
四
丁
、

﹁
史
記
正
義
序
﹂
通
六
丁
、﹁
補
史
記
序
﹂
通
九
丁
、﹁
史
記
集
解

序
﹂
通
十
四
丁
、﹁
史
記
目
録
﹂
十
九
丁
、﹁
史
記
正
義
論
例
諡
法

觧
﹂
二
十
丁
。
本
文
は
第
二
冊
よ
り
。
内
題
﹁
三
皇
本
紀

補

史
記
小
司
馬
氏

a
并
注

﹂﹁
五
帝
本
紀
第
一

史
記
一
﹂
の
ご
と
し
。
四
周
双

辺
︵
二
二
・
〇
×
一
六
・
七
糎
︶
無
界
。
九
行
十
七
字
注
小
字
双

行
。
た
だ
し
、
年
表
に
あ
た
る
巻
は
九
行
有
界
。
版
心
、
粗
黒

口
双
花
口
魚
尾
、
中
縫
に
﹁
史
記

序
一
︵
録
一
・
例
二
︶
︵
丁

附
︶﹂﹁
史
記

紀
一
︵
︱
十
︶
︵
丁
附
︶﹂﹁
史
記

記
十
一
︵
十

二
︶
︵
丁
附
︶﹂﹁
史
記

表
一
︵
︱
十
︶
︵
丁
附
︶﹂﹁
史
記

書
一
︵
︱
八
︶
︵
丁
附
︶﹂﹁
史
記

家
一
︵
︱
三
十
︶
︵
丁
附
︶﹂

﹁
史
記

傳
一
︵
︱
七
十
︶
︵
丁
附
︶﹂。
尾
題
﹁
三
皇
本
紀

補

史
記
﹂﹁
五
帝
本
紀
第
一

終

史
記
一
﹂﹁
殷
本
紀
第
三

史

記
三
﹂﹁
周
本
紀
第
四

終
﹂﹁
律
書
第
三

史
記
二
十
五

終
﹂

の
ご
と
く
一
定
せ
ず
。
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東
洋
文
庫
蔵

五
十
冊
︵
三
／
Ａ
／
ｈ
／
五
︶

原
装
丹
空
押
雷
文
繫
蓮
華
唐
草
文
様
表
紙
︵
二
八
・
九
×
二
一
・

三
糎
︶。
印
記
﹁
生
駒
氏
／
藏
書
﹂。
第
四
冊
末
に
﹁
明
治
二
十

年
十
月
二
十
五
日
講
終
／
璧
園
先
生
講
﹂
と
墨
書
あ
り
。

神
宮
文
庫
蔵

五
十
冊
︵
一
一
八
一
︶

原
装
丹
表
紙
︵
三
二
・
四
×
二
一
・
八
糎
︶。
右
上
﹁
□
□
／
五

帝

共
五
十
﹂︵
第
二
冊
︶
の
ご
と
く
墨
書
。
印
記
﹁
林
崎
／
文

庫
﹂﹁
林
崎
文
庫
﹂﹁
保
壽
庵
﹂︵
陰
刻
︶﹁
艸
／
□
﹂﹁
杏
／
山
﹂

︵
鼎
型
︶。

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵

五
十
冊

巻
八
十
三
︱
八
十
五
補

写
史
記
評
林
︵
Ａ
〇
〇
／
五
八
九
八
︶

原
装
丹
空
押
雷
文
繫
牡
丹
唐
草
文
様
表
紙
︵
二
九
・
一
×
二
一
・

〇
糎
︶。
左
肩
打
付
﹁
史
記

目
録
﹂
の
ご
と
し
。
第
三
十
二
冊

最
終
丁
に
、

慶
長
十
三
丁申

夷
則
自
恣
日
、
以
所
摸
幼マ

マ

雲
師
之
本
之
善
恵

翁
之
・本

而
加
朱
之
句
／
讀
、
墨
之
和
点
、
又
抄
書
于
其
上
、

豈
不
忻
然
乎
、

と
識
語
あ
り
。
な
お
、表
紙
は
後
記
成
簣
堂
文
庫
蔵
本
と
同
じ
。

第
三
十
七
冊
補
写
。
同
寸
の
丹
表
紙
。
外
題
、
他
冊
に
準
ず
。

内
題
﹁
史
記
評
林
巻
之
八
十
三
︵
︱
八
十
五
︶﹂
と
し
、﹃
史
記
評

林
﹄
か
ら
の
転
写
で
あ
る
。
各
冊
印
記
﹁
越
中
上
新
川
／
久
金

新
村
／
青
井
三
郎
﹂。

お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
蔵

五
十
冊

原
装
丹
空
押
雷
文
繫
牡
丹
唐
草
文
様
表
紙
︵
二
九
・
二
×
二
一
・

一
糎
︶。
貼
題
簽
に
﹁
史
記
序捴
目

﹂
の
ご
と
く
書
す
。
印
記
﹁
蘇
峰

學
人
／
徳
富
氏
愛
／
藏
圖
書
記
﹂﹁
天
下
之
公
／
寶
須
愛
護
﹂﹁
蘇

峰
清
賞
﹂﹁
徳
富
／
所
有
﹂﹁
天
下
之
公
寶
須
珎
惜
愛
護
蘇
峰
屬
﹂

﹁
T
o
k
u
to
m
i﹂︵
徳
富
蘇
峰
︶﹁
青
山
／
艸
堂
﹂︵
陰
刻
︶。
前
記

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
と
同
表
紙
。

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
蔵

四
十
九
冊

欠
巻
一

︱
三
、
巻
十
三
︱
十
五
補
配
和
刻
本
史
記
評
林
︵
漢
・
補
／
六
︶

後
補
栗
皮
表
紙
︵
二
八
・
四
×
二
〇
・
六
糎
︶。
貼
題
簽
に
﹁
史

記

本
紀
四

二
﹂
の
ご
と
く
書
す
。
識
語
、

寛
永
二
十
一
甲
申
菊
月
望
日
點
此
一
冊
畢
︵
目
録
末
︶

寛
永
甲
申
九
月
廾
六
之
晩
以
朱
墨
点
之
而
已
︵
巻
八
末
︶

各
冊
、
表
紙
見
返
に
﹁
鶯
養
軒
藏
書
﹂
と
墨
書
。
後
表
紙
見
返

に
は
﹁
上
山
鈴
嶂
﹂
と
墨
書
。
印
記
﹁
竹
□
／
山
人
／
圖
書
﹂。

巻
十
三
︱
十
五
は
和
刻
本
﹃
史
記
評
林
﹄
を
補
配
。
双
辺
︵
二
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四
・
〇
×
一
三
・
六
︶
無
界
。
十
行
十
九
字
、
注
小
字
双
行
、
附

訓
。
版
心
、
白
口
上
黒
魚
尾
、
上
象
尾
に
﹁
史
記
巻
十
三
﹂、
中

縫
に
﹁
二マ
マ

代
世
表

︵
丁
附
︶﹂
の
ご
と
し
。
後
表
紙
見
返
に
﹁
天

保
十
一
年
五
月
廿
七
日
﹂
と
墨
書
。
な
お
、
現
状
で
は
各
冊
の

順
が
大
幅
に
乱
れ
て
い
る
。

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵

十
三
冊

欠
巻
六
十
一
︱
六
十
六

︵
狩
／
三
／
五
九
五
四
︶

新
補
茶
色
覆
表
紙
︵
二
九
・
五
×
二
一
・
〇
糎
︶。
原
装
茶
色
空

押
雷
文
繫
蓮
華
唐
草
文
様
表
紙
︵
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
本

と
同
一
文
様
︶。
左
肩
打
付
﹁
史
記

序
目

一
之
四
﹂。
印
記

﹁
□
掌
館
／
圖
書
﹂﹁
荒
井
泰
治
氏
ノ
寄
附
金
ヲ
／
以
テ
購
入
セ

ル
文
學
博
士
／
狩
野
亨
吉
氏
舊
藏
書
﹂︵
墨
印
︶。
各
冊
、
表
紙

裏
張
に
薄
茶
色
の
紙
を
用
い
る
が
、
第
十
冊
後
表
紙
・
第
十
三

冊
後
表
紙
に
は
本
の
表
紙
が
補
強
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
。
第
十
三
冊
後
表
紙
の
も
の
は
、
栗
皮
表
紙
︵
二
〇
・
八
×

一
四
・
六
糎
︶
に
て
、
原
題
簽
に
﹁
源
氏
供
養
﹂
と
刻
す
。
第
十

冊
後
表
紙
に
用
い
ら
れ
た
も
の
は
、
そ
の
後
表
紙
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵

四
十
三
冊

欠
巻
一
︱
五
・
七
・
七
十

︱
七
十
三
・
百
十
二
︱
百
十
六
︵
Ｗ
Ａ
七
／
九
八
︶

後
補
香
色
表
紙
︵
二
八
・
六
×
二
〇
・
九
糎
︶。
双
辺
刷
枠
題
簽

に
﹁
史
記
﹂
と
書
す
。
第
一
冊
、﹁
史
記
目
録
﹂
を
﹁
史
記
正
義

論
例
諡
法
觧
﹂
の
あ
と
に
綴
じ
る
。
印
記
﹁
菅
原
／
爲
徳
﹂︵
陰

刻
。
五
条
為
徳
︶﹁
寅
□
坊
﹂﹁
榊
原
家
蔵
﹂﹁
故
榊
原
芳
埜
納
本
﹂

︵
榊
原
芳
野
︶。

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵

一
冊

存
巻
五
︵
Ａ
〇
〇
／
五
八

七
九
︶

後
補
縹
色
表
紙
︵
二
八
・
八
×
二
一
・
〇
糎
︶。
印
記
﹁
寅
□
坊
﹂

﹁
子
得
﹂﹁
榊
原
家
蔵
﹂。
前
記
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
の
僚
巻
。

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵

一
冊

存
巻
八
︵
Ｇ
三
〇
／
四
五

七
︶

後
補
肌
色
布
目
表
紙
︵
二
九
・
一
×
二
一
・
〇
糎
︶。
貼
題
簽
に

﹁
漢
高
祖
本
紀
零
本
全
﹂
と
書
す
。
印
記
﹁
乾
坤
／
□
珠
﹂︵
陰
刻
︶

﹁
沙
羅
／
□
園
﹂﹁
陽
春
／
廬
記
﹂︵
小
中
村
清
矩
︶﹁
南
葵
／
文

庫
﹂。

︵
以
下
未
見
︶

台
北
国
立
中
央
図
書
館
蔵

五
十
冊

古活字版『史記』覚書（小秋元段）

― 二〇 ―



台
北
国
立
中
央
図
書
館
蔵

五
十
冊

慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
に
よ
れ
ば
、
下
記
の
識
語
が
確
認
で
き
る
。

慶
長
十
一
丁
未
秋
八
月
以
東
福
寺
善
惠
軒
之
本
新
加
朱
墨

倭
点
者
也
、︵
巻
三
十
二
末
︶

慶
長
十
三
丁申

夷
則
自
恣
日
、
以
下
所
レ
摸
二
幻
雲
師
之
本
ヲ一

之

善
惠
翁
之
本
上

而
加
朱
之
句
讀
、
墨
之
和
点
、
又
抄
書
于

其
上
、
豈
不
忻
然
乎
、︵
巻
六
十
六
末
︶

︵
附
記
︶

本
論
考
は
学
習
院
大
学
外
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇

六
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹁
学
習
院
大
学
所
蔵
古
活
字
版
漢

籍
の
調
査
﹂
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

『言語・文化・社会』第 6号
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学
習
院
大
学
図
書
館
蔵
古
活
字
第
一
種
本
﹃
史
記
﹄
巻
頭

古活字版『史記』覚書（小秋元段）

― 二二 ―



題
簽

第
四
十
五
冊
識
語

第
二
十
冊
識
語

第
三
十
三
冊
識
語

第
十
五
冊
識
語

『言語・文化・社会』第 6号
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略述古活字版≪史记≫

――以学习院大学图书馆所藏版本为主

小秋元 段

学习院大学图书馆收藏有江户时代初期刊行的古活字版≪史记≫50册。古活

字版≪史记≫的版本有三种，这个版本是其中的第一种，是庆长 8年(1603)以前由

角仓素庵（角倉素庵）在京都嵯峨刊行的。角仓素庵在嵯峨刊行的书籍一般称为

〈嵯峨本〉，装帧美丽是其特色。古活字第一种版本的≪史记≫，经确认有八种原

装封面的现存，也有一些书册保留着以流丽字体印刷的原来的书签。

学习院大学所藏本的特征，首先是保持着原装书皮与原来的书签的面貌。再

者，还遗留有元和 4年(1618)写的加点与识语。后者尤其值得关注。本论文归纳

了上述学习院大学藏本的书志特征，并且列举了迄今为止笔者调查到的约 50件

古活字版≪史记≫的书志。
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